
0

JASDAQ ：3361

独自の物流改革を強みにガス・水の

宅配事業を通じて快適生活をサポートします

２０１２年４月期 決算説明会

2012年６月14日
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株式会社 トーエル
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Ⅰ. 会社概要
～ 独自性を追求した物流システムと

ユニークな事業ポートフォリオで関東圏

４５万世帯に支持される企業 ～
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会社概要

神奈川県での神奈川県でのLPLPガスガス
顧客シェア顧客シェアＮｏＮｏ.1.1

50,000～100,000

5,000以下

5,000～10,000

10,000～50,000

100,000以上

社名社名 株式会社トーエル株式会社トーエル

事業内容事業内容 ・ＬＰガス事業・ＬＰガス事業

本店所在地本店所在地 神奈川県横浜市港北区神奈川県横浜市港北区

高田西一丁目５番高田西一丁目５番2121号号

設立設立 19631963年５月年５月2222日日

資本金資本金 555555百万円百万円

代表者代表者 中田中田 みちみち

従業員数従業員数 347347名名

業種業種 小売業小売業

・ウォーター事業・ウォーター事業

（２０１２．４月末現在）

（２０１２．４月末現在）
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独自の物流改革

＜大型バルク車＞

配送エリア内の顧客密度を

高め配送効率向上
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大型車輌採用で物流コスト削減

＜ＬＰガス ２３ｔ 大型平ボディトレーラー＞

＜ＬＰガス ４．７ｔ トラック＞

＜ＬＰガス ６ｔ バルクローリー車＞

＜ハワイウォーター ２６ｔ 大型ウイングトレーラー＞ ＜ハワイウォーター ３ｔ トラック＞
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コールセンター
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Ⅱ. ２０１２年４月期

決算のご報告
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LPガス事業環境（業界全体）
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石油製品需要見通し（液化石油ガス）

（実績） （実績見込み） （見通し） （見通し） （見通し）

出所：石油製品需要想定検討会 液化石油ガスＷＧ

（見通し） （見通し）

家庭業務用
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ウォーター事業環境（業界全体）
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「食品ダイレクトセールス市場トレンドデータ2011」

（億円）
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損益の状況（連結）

増減 前年比

　売上高 21,347 23,705 +2,358 111%
　売上総利益 8,395 9,468 +1,073 113%
　営業利益 1,186 1,593 +407 134%
　経常利益 1,165 1,483 +318 127%
　当期純利益 547 724 +177 132%
　ROE（％） 5.9 7.5 +1.6 ―

連　結 2011/4（実績）
前年同期比

2012/4（実績）

（単位：百万円）
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事業別売上高・利益実績（連結）

（単位：百万円）

増減 ％

売上高 21,347 23,400 23,705 +2,358 111%
　　LPガス 17,339 17,400 17,619 +280 102%
　　ウォーター 4,008 6,000 6,085 +2,077 152%
売上総利益 8,395 9,450 9,468 +1,073 113%
　　LPガス 5,804 5,390 5,336 -468 92%
　　ウォーター 2,591 4,060 4,132 +1,541 159%
営業利益 1,186 1,680 1,593 +407 134%
　　LPガス 2,198 2,050 1,937 -261 88%
　　ウォーター 670 1,400 1,449 +779 216%

調整額（※） -1,681 -1,770 -1,793 -112 107%

2011/4
（実　績）

2012/4
（実　績）

前期比2012/4
（計　画）

（百万円未満切捨）

（※）営業利益の調整額△1,793百万には、セグメント間取引消去△46百万円と
全社費用△1,746百万円が含まれております。
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貸借対照表（連結）

（単位：百万円）

2011/4末 2012/4末 増減

現預金 -139
売掛金等 +460
1年以内返済予定長期貸付金 -353

　建物及び構築物 +313
　有形リース資産 +460
　営業権 +252

繰延資産 25 15 -10 　―

資産合計 20,411 21,121 +710 　―

　買掛金等 +307
　1年以内償還社債 +600
　リース債務 +321
　社債 -800
　長期借入金 -247
　長期未払金 -120

負債合計 10,986 11,142 +156
　利益剰余金 +530
　有価証券評価差額金 +24

純資産合計 9,425 9,979 +553

固定負債 5,040 4,246 -794

流動負債 5,945 6,896 +951

固定資産 13,180 14,005 +824

備考

流動資産 7,204 7,101 -103
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キャッシュ・フロー計算書（連結）

現金及び現金同等物（「資金」） ： 2,093百万円（前連結会計年度比-6.2％ 139百万円減）

＜主な要因＞

● 法人税の支払い ： 567百万円

● 売上債権の減少 ： 436百万円

● 有形固定資産の取得 ： 759百万円

● 無形固定資産の取得 ： 624百万円（営業権の買取）

● 長期借入金の減少 ： １,082百万円

● 短期借入金の減少 ： 130百万円

● 社債の償還 ： 200百万円

● 配当金の支払い ： 194百万円

（単位：百万円）

2011/4月 2012/4月

営業活動によるキャッシュ・フロー +2,287 +2,434
投資活動によるキャッシュ・フロー -1,155 -1,363
財務活動によるキャッシュ・フロー -917 -1,207

　　  期末残高（現金および現金同等物） +2,232 +2,093
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Ⅲ．中期経営計画について
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３ヵ年計画（ ３ヵ年単位のローリング計画）

（単位：百万円、％）

2012年4月期
（49期）

2013年4月期
（50期）

2014年4月期
（51期）

連　　結 (2011.5～2012.4)

実　績 計　画 前年比 計　画 前年比 計　画 前年比
49期比
増減

49期比

 売上高 23,705 25,000 105% 26,500 106% 28,000 106% +4,295 118%

 売上総利益 9,468 9,900 105% 10,400 105% 10,900 105% +1,432 115%

 営業利益 1,593 2,000 126% 2,300 115% 2,600 113% +1,007 163%

 経常利益 1,483 1,860 125% 2,150 116% 2,400 112% +917 162%

 当期純利益 724 1,000 138% 1,100 110% 1,200 109% +476 166%

一株当り当期純利益 37.3 51.5 円 56.7 円 61.8 円 +24.5 ―

 ＲＯＥ 7.5 9.7 ％ 10.2 ％ 10.7 ％ +3.2p ―

   (2014.5～2015.4)(2012.5～2013.4)    (2013.5～2014.4)

2015年4月期
（52期）
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３ヵ年計画（事業別）

（単位：百万円）

2011.5～2012.4 2012.5～2013.4 2013.5～2014.4 2014.5～2015.4

49　期 50　期 51　期 52　期

実　績 計　画 計　画 計　画 49期比
増減

49期比

 売上高 23,705 25,000 26,500 28,000 +4,295 118%

　　　LPガス 17,619 18,300 19,300 20,200 +2,581 115%

　　　ウォーター 6,085 6,700 7,200 7,800 +1,715 128%

 営業利益 1,593 2,000 2,300 2,600 +1,007 163%

　　　LPガス 1,937 2,000 2,200 2,300 +363 119%

　　　ウォーター 1,449 1,900 2,200 2,600 +1,151 179%

　　　調整額（※） - 1,793 - 1,900 - 2,100 - 2,300 - 507 128%

連　　結
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重点施策①

ＬＰガス

• 外食産業など業務用獲得に注力

• 競合先は都市ガス（販売価格）

• 総合エネルギーサービスを強化

（太陽光発電、風力発電、

燃料電池等の導入でCO2削減

省エネ、省コストをご提案）

＜横浜輸入基地＞
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重点施策②

・ ５０期販売数量

目標７００万本

・ 徹底した品質管理

関東１７ヵ所のストック

ヤードでの備蓄強化

（５０万本体制）

・ 海外展開の推進

ウォーター

＜関東１７ヵ所のストックヤード＞
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大町工場内ストックヤード
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横浜ストックヤード
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ピュアウォーターの海外戦略①
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ピュアウォーター海外戦略②

ハワイ工場建設地
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トーエルハワイ「モアナルア工場」トーエルハワイ「モアナルア工場」

敷地面積約敷地面積約8484，，000000sftsft（平成２５年稼働予定）（平成２５年稼働予定）

ピュアウォーター海外戦略③
ハワイ「8ℓワンウェイボトル」工場

完成予定図
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ピュアウォーターの海外戦略④

＜①ヒューセルろ過機（30ﾐｸﾛﾝ）＞ ＜②ＲＯ膜＞ ＜③オゾン水製造装置＞

＜④サージタンク（1ﾄﾝ）＞ ＜充填機＞
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ピュアウォーターの海外戦略⑤

＜５ガロンボトル＞ ＜１２リットルボトル＞ ＜８リットルボトル＞
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長野大町ウォーター工場①

●敷地面積５５，０００㎡（１６，６００坪）敷地面積５５，０００㎡（１６，６００坪）

●日本 大日本 大級級のボトルウォーター工場のボトルウォーター工場

● 第１工場、第２工場に続き第３工場の建屋完成第１工場、第２工場に続き第３工場の建屋完成

● ２０万本（１２０万本（１２ℓℓボトル）の備蓄ボトル）の備蓄

第３工場 第１工場 第２工場
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長野大町ウォーター工場②

● 標高標高30003000ｍ級の山々が連なる北アルプス山麓の湧水ｍ級の山々が連なる北アルプス山麓の湧水

●● 原水パイプラインの増設原水パイプラインの増設

●● １，５００万本１，５００万本//年（１２年（１２ℓℓボトル）の生産体制ボトル）の生産体制へへ
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８リットルワンウェイボトル
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Ⅳ. 将来に向けた取組み
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植物・養殖事業

専門家チームを結成専門家チームを結成
●安全・安心で美味しい食材を安定供給できる体制を目指す
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厚木グリーンファーム

● トーエル所有の既存資源有効利用により低コストで生産可能

●外食チェーン店への店舗食材として納入

●卸売市場への営業展開

●厚木工場で苺の生産開始、大町工場も生産検討中

厚木厚木グリーンファームグリーンファーム
厚木ではイチゴを栽培厚木ではイチゴを栽培

経営資源を活用した果物・野菜等の生産経営資源を活用した果物・野菜等の生産経営資源を活用した果物・野菜等の生産
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とらふぐの養殖事業

大町養殖場

とらふぐを養殖

２０１２年１月より２０１２年１月よりととららふぐふぐの養殖開始の養殖開始

●ピュアウォーター製造時に出るミネラル豊富な
ＲＯ濃縮水を使用

●熱源はピュアウォーター製造過程に出る約７０℃の
お湯を利用
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安全・安心な飲料水提供への取組み

●短時間、安全、容易、安価に放射性物質を除去

従来通りの価格で、より安全・安心な飲料水を提供

植物工場水耕液等への利用も可能

放射性物質除去・吸着後は安全に保管可能

ハスクレイ・シリーズ「ＡＲＥ」を用いたハスクレイ・シリーズ「ＡＲＥ」を用いた

放射性物質汚染水の浄化方法・浄化装置放射性物質汚染水の浄化方法・浄化装置

～戸田工業㈱と共同で特許を出願しました～

溶脱剤添加 ハスクレイ「ARE」

ｶﾞﾗｽﾌﾘｯﾄ

汚染土壌
連続式ﾌﾟﾚｽﾌｨﾙﾀｰ

上澄み液 （成形物抜出し）

溶脱槽 連続式遠心分離機 吸着槽(吸着塔)

溶液回収・返送

土壌回収(埋戻し)

ガラス固化

溶脱処理工程 吸着分離工程 ガラス固化処理工程
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新エネルギー事業

太陽光発電（トーエルコールセンター）５０太陽光発電（トーエルコールセンター）５０KWKW

エネファーム

風力発電

LPLPガスを中心にガスを中心にエネルギーのベストミックスエネルギーのベストミックス化を実施化を実施
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太陽光発電（サンメリー様） １０KW
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太陽光発電（聖学院大学様） １５KW
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Ⅴ. その他



39

港北区との災害援助協力
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都筑区

９万世帯
港北区

18万世帯

水道検針受託
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ローズ保育園（トーエル事業所内保育施設）
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株主様への還元

【2012年４月期末株主優待商品】

◆財務体質強化◆

安定継続配当◆株主優待制度◆
２０１２年５月１日より単元株式数を

１００株に変更

２０１３年４月期期末配当

１５円を予定



お問い合わせ先
専務取締役 管理部門長 山中正幸
〒223-8510 横浜市港北区高田西一丁目５番地２１号
ＴＥＬ（045）592-7777 FAX（045）593-3259
E-mail k-kikaku@toell.co.jp
http://www.toell.co.jp

ありがとうございました

株式会社トーエル

代表取締役社長 中田 みち

役員一同
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当資料に記された当社の計画・見通し・戦略等のうち、過去の事実でないものは現在入手
可能な情報から得られた当社の経営者の判断に基づいた将来の業績に対する見通しです。

実際の業績は様々な要因により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となる可能性が
あることをご承知おき下さい。

実際の業績に影響を与え得るリスクや不確定要因には以下のものが含まれます。

①当社グループの事業環境を取り巻く世界情勢

②原油価格と連動性が強いLPガスの仕入価格動向

③米ドルを中心とした為替レートの変動

④偶発事象等

但し、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。また、リスクや
不確定要素には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。

当資料はあくまで株式会社トーエルをより深く理解していただくためのものであり、投資勧
誘を目的としたものではありません。


